自然環境エンジニアリング・デザイン実習レポート
25班 S2x0xx　○× △□
（とりまとめ担当）
D2x0xx　□○ ×△
D2x0xx　△□ ○×
D2x0xx　×△ □○
S2x0xx　○△ □×
１．レポートの体裁
タイトルは20ポイント程度の大きさで中央に寄せる。班番号、氏名、本文など、その他の文字は10～11ポイント程度の文字を使用する。フォント（書体）は明朝体（MS明朝など）を基本とするが、章のタイトルなど強調したい部分にはゴシック体（MSゴシックなど）を用いてもよい。A4版4頁（両面印刷して用紙2枚）にまとめ、左上1ヶ所でホチキス止めする。左右の余白は20 mm程度、1頁の行数は45行程度、1行の文字数は45文字程度とする。数字やアルファベットは、半角文字を使う。文体は常体（･･･である。･･･する。）に統一する。敬体（･･･です。･･･ます。）を使ってはならない。本文は読みやすくするため、必ず数行～10行程度の段落に分けて書く。段落の最初の行の左端は、この文章と同様に、1文字分右へ下げる。
自分たちで撮影した写真や自分たちで描いた図、空中写真をスキャンして取り込んで（コンビニのコピー機などでUSBメモリーに保存、あるいはスマートフォンの無料アプリ「Adobe Scan」を利用）、そのデータを組み入れる。スマートフォンで撮影しただけの、ゆがんだ不鮮明な写真を使ってはならない。写真・地図はトリミングして必要な部分だけを切り取って使う。写真・地図の縦横の長さの元の比率を変えてはならない。写真・図にはタイトルをつけ、写真・図の面積は印字領域の1/3までにとどめる。
執筆の際は、このファイルに上書きして書く。すでに別の文書ファイルに書いてある場合でも、通常の貼り付けでなく、「テキストのみ保持」を選択（［A］と書かれたボタンをクリック）して貼り付ければ、このファイルの書式に自動的に直される。

２．レポートに書くべき内容
レポートは次の例のように章を立てて構成する。1., 2., 8.はタイトルのみ、あるいは箇条書きでよい。3.～7.は文章で記述する。
1. 提案：護岸をコンクリートから空石積みに（主な提案者：□○ ×△）
2. 場所：立田川の県道広久手八草線付近（主な提案者：□○ ×△）
3. 提案場所とその周辺の自然環境の特徴（主な執筆者：△□ ○×）
4. 空中写真から見た提案場所とその周辺の自然環境の変遷（主な執筆者：△□ ○×）
5. 都市計画での提案場所の位置付け（主な執筆者：○× △□）
6. 自然環境改善の目的（主な執筆者：×△ □○と○△ □×）
7. 自然環境改善の提案の詳細
 7-1. 自然環境改善のための具体的な工法（主な執筆者：○△ □×）
 7-2. 自然環境改善によって生育・生息が期待される動植物（主な執筆者：□○ ×△）
8. 参考資料（編集者：△□ ○×）

３．参考資料の使い方の注意
図書館の書籍やインターネット上のウェブサイトを参考にして記述してよい。その場合、自分が実際に見たことと、そうではなく他人の文章から引用したこととを、それとわかるようにはっきり区別して書く。他人の文章を引用するときは、著作権の侵害をしない。すなわち、丸写しするのではなく、自分自身のことばに直して書く。引用する場合は、下のように参考資料として列記する（インターネットの場合は日付を記載）。
ChatGPT・Copilot・Geminiなど生成AIをレポートの文章作成に利用することは禁止する。生成AIの利用が疑われる文章が含まれているレポートは大幅減点、あるいは未提出扱いとする。ただし、生成AIを参考資料の探索や翻訳などに利用することは、逆に強く奨励する。すなわち、生成AIを含む様々な手段を使って紙媒体、電子媒体の参考資料を広く集めて理解し、それに基づいて独創的な提案を考え、自分たちのことばで記述することが望ましい。

参考資料の書き方例
1) http://aitech.ac.jp/ce/jabee/stedpur060711.html　（2026年B月C日閲覧）
2) 小泉武栄・清水長正編（1992）山の自然学入門．古今書院．
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自然環境エンジニアリング・デザイン実習 レポート   25 班   S 2 x 0 xx   ○×   △□   （とりまとめ担当）   D2 x0 xx   □○   ×△   D2 x0 xx   △□   ○×   D2 x0 xx   ×△   □○   S 2 x 0xx   ○ △   □ ×   １．レポートの体裁   タイトルは 20 ポイント程度の大きさで中央に寄せる 。 班番号 、 氏名 、 本文など 、 その他の文 字は 10 ～ 11 ポイント 程度 の文字を使用する 。 フォント（書体）は明朝体 （ MS 明朝など） を基 本とするが 、 章のタイトルなど強調したい部分には ゴシック体 （ MS ゴシック など）を用いても よい 。 A4 版 4 頁（両面印刷して 用紙 2 枚 ） にまとめ 、 左上 1 ヶ所でホチキス止めする。 左右の 余白は 20   mm 程度 、 1 頁 の行数は 45 行程度 、 1 行の文字数は 45 文字程度とする 。 数字やアル ファベットは 、 半角文字を使う 。 文体は常体（･･･である。･･･する。）に統一する。 敬体（･･･ です。･･･ます。）を使ってはならない。 本文は 読みやすくするため 、 必ず数行～ 10 行程度の段 落に分けて書く 。 段落の最初の行の左端は 、 この文章と同様に 、 1 文字分右へ下げる 。   自分たちで 撮影した写真 や自分たちで描いた 図 、空中写真 を スキャンして取り込んで（コン ビニのコピー機などで USB メモリーに保存、あるいはスマートフォンの無料アプリ「 Adobe   Scan 」を利用）、そのデータを組み入れる。スマートフォンで撮影しただけの、ゆがんだ不鮮明 な写真を使ってはならない。写真・地図はトリミングして必要な部分だけを切り取って使う。 写真・地図の縦横の長さの元の比率を変えてはならない。 写真 ・図 にはタイトルをつけ 、 写真 ・ 図 の面積は印字領域の 1/3 までにとどめる 。   執筆の際は、 このファイルに上書きして書く 。 すでに別の文書フ ァイルに書いてある場合で も 、 通常の貼り付けでなく 、 「テキストのみ保持」 を 選択 （［ A ］と書かれたボタンをクリック） して貼り付ければ 、 このファイルの 書式に自動的に直される 。     ２．レポートに書くべき内容   レポートは次の 例の ように 章を立てて構成する。 1. ,  2. ,  8 . はタイトルのみ、あるいは箇条書き でよい。 3. ～ 7 . は文章で記述する。   1.  提案：護岸をコンクリートから空石積みに （主な提案者：□○   ×△）   2.  場所 ：立田川の県道広久手八草線付近（主な提案者：□○   ×△）   3.  提案場所とその周辺の自然環境の特徴（主な執筆者：△□   ○×）   4.  空中写真から見た提案場所とその周辺の自然環境の変遷（主な執筆者：△□   ○×）   5 .  都市計画での提案場所の位置付け（主な執筆者：○×   △□）   6 .  自然環境改善の目的（主な執筆者：×△   □○ と ○△   □× ）   7 .  自然環境改善の提案の詳細     7 - 1.  自然環境改善のための具体的な工法（主な執筆者：○△   □×）     7 - 2.  自然環境改善によって生育・生息が期待される動植物（主な執筆者： □○   ×△ ）   8 .  参考資料（編集者：△□   ○×）     ３． 参考資料の使い方 の注意   図書館の書籍やインターネット上のウェブサイトを参考にして記述してよい。その場合、自 分が実際に見たことと、そうではなく他人の文章から引用したこととを、それとわかるように はっきり区別して書く。 他人の文章を引用 するときは 、 著作権の侵害をしない 。 すなわち 、 丸

